
８ 電子マネーにより市税や保険料等が24時間納付可能に 【兵庫県姫路市】

  ＜３．内部DX＞ フロントヤード（住民との接点）①オンライン行政サービス

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

 姫路城等の券売機や住民票の発行手数料等の支払のキャッシュレス化に加え、市税や保険料
等の納付にキャッシュレス決済を導入することで、24時間納付することが可能に。

事業の概要

○ 行政手続をタブレット端末で行うなど、来庁者に文字を書かせずに手続を行う「スマート窓口」を目指すなか、
令和3年1月から市役所窓口にオールインワン決済端末を導入後、現在は別端末POSレジでキャッシュレス端
末と連動し、住民票や税証明書などの発行手数料の支払いにキャッシュレス決済が利用可能に。

○ また、市税や保険料、保育料等の支払いにキャッシュレス決済（電子マネー（請求書払い））を取り入れ、
24時間いつでも納付可能に。

■対象となる証明書等
・戸籍全部事項証明書（除籍全部事項証明書）（除籍謄本・原戸籍謄本）
・戸籍個人事項証明書（除籍個人事項証明書）（除籍抄本・原戸籍抄本）
・戸籍の附票全部（または一部）証明、受理証明書、届書記載事項証明書
・住民票（または除票）の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登録証明書 
・その他諸証明（身分証明書、独身証明書など）
・各種の税務証明書・閲覧、自動車臨時運行許可、住宅用家屋証明書 など

■利用できる媒体と種類
・クレジットカード（VISA、Mastercard、JCB、AMERICAN EXPRESS、Diners Club、銀聯）
・電子マネー（WAON、iD、QUIC Pay、ICOCA、Kitaca、Suica、PASMO、TOICA、manaca、SUGOCA、nimoca、はやかけん）
・QRコード（PayPay、LINE Pay、楽天ペイ、d払い、メルペイ、auPay、BankPay）

窓口キャッシュレス決済 電子マネー（請求書払い）による納付

Ｐａｙ

■対象となる税・保険料等
・市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車
税（種別割）
・国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、介護保険料
・保育料／副食費、放課後児童クラブ負担金／傷害保険料、
学校給食費

■利用できる電子マネー（（＊）令和５年度追加 ）
・PayPay、LINE Pay、d払い 、auPAY、J-Coin Pay(＊)、楽天ペイ(＊)
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事業効果

コスト

 サービス提供事業者等 スケジュール

スケジュールの内訳

検討開始から導入までの期間 １年３か月

イニシャルコスト ※税込 4,675千円 ランニングコスト（1年あたり） ※税込 40,666千円
（内訳） • キャッシュレス機器調達費

• 電子マネー導入に係るシス
テム改修費

418千
4,257千

円

円

（内訳） •キャッシュレス決済手数料
•電子マネーサービス利用料

666千
40,000千

円
円

（備考） 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に
よる補助額：4,257千円（電子マネーの取組）

（備考）

サービス
提供事業者

三井住友カード株式会社、株式会社みなとカー
ド（窓口キャッシュレス）
株式会社NTTデータ（電子マネー）

サービス名 pufure（電子マネー）

運用形態 －

窓口キャッシュレス導入スケジュール
※電子マネーは従前から実施
R1.10～R2.3 庁内調整
R2.4～8 業者選定
R2.9～12 システム構築
R3.1～  事業開始

担当部署 メール電話
shimin@city.himeji.lg.jp
nozei@city.himeji.lg.jp

079-221-2351
079-221-2295

姫路市住民窓口センター（窓口キャッシュレス）
姫路市納税課（電子マネー）

  ＜３．内部DX＞ フロントヤード（住民との接点）①オンライン行政サービス

○ 窓⼝キャッシュレス決済を導入したことで、手数料支払の選択肢が増え、利便性が向上した。
○ 電⼦マネー（請求書払い）による納付を導入したことで、納税環境が向上し、納期内納付の促進につながっている。

その他
参画主体

株式会社寺岡精工（窓口キャッシュレスPOSレジ導
入・運用サポート）

８ 電子マネーにより市税や保険料等が24時間納付可能に 【兵庫県姫路市】

※主にシステム導入等
に係るコストを記載

人口：30万人以上キャッシュレス化



８ 電子マネーにより市税や保険料等が24時間納付可能に 【兵庫県姫路市】

  ＜３．内部DX＞ フロントヤード（住民との接点）①オンライン行政サービス

（姫路市）

（総務省）

キャッシュレス化の取組の経緯・きっかけ、現時点のキャッシュレス対応状況を教えてください。

姫路市では、令和2年からキャッシュレス決済の導入が加速し、姫路城や水道料金の支払いに電子マネー・モバイ
ル決済が導入されました。

当課でも、日頃から市民の要望が多かったことを受け、窓口での証明発行手数料等の支払いにキャッシュレス決
済の導入を進めました。

  キャッシュレス決済の取扱い種別は、戸籍証明等の20種類以上で、対応しているキャッシュレスサービスは、電子
マネー等の25種類です。

キャッシュレス化の取組においてコストはかかりましたか。

キャッシュレス化に取り組んだ当時の既設POSレジが、キャッシュレス決済に連動できなかったため、実証実験とし
てキャッシュレス端末を導入する際に、新たなPOSレジの調達（限定数）費用が必要になりました。

取組の工夫や今後の展望を教えてください。
本市では、取消ができないキャッシュレスサービスは、取扱いできないようにするなど、不測の事態が起きないよう

に独自の方法で運用しています。
 現在、決済した後に申請書と控え伝票を一緒に管理し、科目種別や金額等を把握できるように、現在もアナログ
対応を行っています。課題解決に向けて事務フローの見直し等を課内で検討中です。
また、全出先事務所でのキャッシュレス端末の導入や納税や保険料徴収にも窓口キャッシュレス決済が対応でき

るように、庁内関係各課と協議を進めていきます。

【参考情報】  姫路市人口：52.8万人（令和５年１月１日現在）
関連ＵＲＬ：姫路市 オンライン申請・決済及び窓口キャッシュレス決済（https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/0000014938.html）

 姫路市 スマートフォン決済アプリによる納付（https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/0000023691.html）

☆担当：姫路市役所 市民局 市民生活部 住民窓口センター☆

人口：30万人以上キャッシュレス化




